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Ⅰ．調査概要 

 

１．調査目的 

超少子高齢化、労働力人口の急速な減少に直面する日本において、仕事と子育ての両立

支援は重要な政策課題となっている。しかし、近年、保育所に入りたくても入れない「待

機児童」が爆発的に増加しており、深刻な社会問題となっている。厚生労働省の「保育所

の状況（平成 21 年 4 月 1 日）等について」1によると、待機児童は都市部に多く、都道府

県別では東京都が最も多い。そこで、東京 23区に在住する末子が未就学児の女性を対象に、

仕事と子育ての両立および保育所アクセシビリティに関わる状況や希望を調査した。 

 

２．調査実施概要 

 本調査は、次のように実施した。 

（１）調査地域：東京 23 区 

（２）調査対象：末子が未就学児の女性 

（３）調査手法：インターネット調査（（株）日経リサーチに委託） 

（４）対象者抽出ソース：日経リサーチアクセスパネル 

（５）調査対象者数： 設定数 650 人  回収数 311 人 

（６）調査時期：2009 年 11 月 20 日（金）～2009 年 11 月 25 日（水） 

 

３．調査結果の見方と注意点 

1） 〔〕内（〔Q2〕など）は調査票の質問番号に対応する。 

2） 図中の「n」は該当質問での有効回答者数を表す。また、「単数回答」は質問に対する

回答が 1 つの質問、「複数回数」は質問に対する回答がいくつでもよい質問、「3 つまで

複数回答」は、質問に対する回答が 3 つまでの質問を表す。 

3） 回答比率は、「n」を 100％として百分率で算出した。少数点以下第 2 位を四捨五入し

ているため、文中の百分率の合計が図中の数値と一致しないことがある。 

4） 複数回答が可能な質問では、回答比率の合計が 100％を超える。 

5） 便宜上、フルタイム勤務は週 5 日、40 時間以上勤務とした。 

 

 

                                                  
1 厚生労働省（2009）「保育所の状況（平成 21 年 4 月 1 日等について）」（http://www.mhlw.go.jp/houdou
/2009/09/h0907-2.html）。 
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Ⅱ．調査結果 

 

1．基本属性 

 

（1）年齢〔Q2〕 

対象者（東京 23 区在住の末子が未就学児の女性）の年齢構成をみると、30 代が多く、「30

～34 歳」（37.0%）と「35～39 歳」（37.3%）を合わせて 74.3%を占めている。次いで、40

代前半の「40～44 歳」（13.5%）、20 代後半の「25～29 歳」（9.0%）の順となっている。 

図 1-1 年齢構成（単数回答） 

 

 

（2）居住区〔Q3〕 

居住区をみると、「大田区」（12.9％）、「世田谷区」（11.6％）、「足立区」（10.0％）が比較

的多く、「千代田区」には対象者がいないが、全体的に幅広く分布している。 

図 1-2 居住区（単数回答） 
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（3）同居の子の人数〔Q5〕 

 同居している子の人数は、「1 人」（46.6％）と「2 人」（45.7%）で 9 割以上を占め、「3

人以上」が 7.7%となっている。 

図 1-3 同居の子の人数（単数回答） 

 

 

（4）末子の年齢〔Q6〕 

 末子の年齢は、0~3 歳の各歳が 2 割前後、4 歳と 5 歳がそれぞれ約 1 割となっている。 

図 1-4 末子の年齢（単数回答） 

 

 

（5）配偶者・パートナーとの同居状況〔Q7〕 

 配偶者・パートナーとの同居状況については、「配偶者・パートナーと同居している」が

98.1％と非常に高い割合を占めている。 

図 1-5 配偶者・パートナーとの同居状況（単数回答） 
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2．就労の現状と希望 

 

（1）配偶者・パートナーの就労形態〔Q8〕 

 配偶者・パートナーの就労形態については、「正社員：フルタイム勤務」が 87.1％と大多

数を占め、次いで、「自営業・自由業」（6.1％）となっている。 

図 2-1 配偶者・パートナーの就労形態（単数回答） 

 
 

（2）末子を出産する直前（1 年以内）の就労形態〔Q9〕 

 末子を出産する直前（1 年以内）の就労形態については、仕事をしていた人（正社員、正

社員以外、自営業・自由業）が 54.7％と過半数を占め、「専業主婦」だった人が 42.8％とな

っている。仕事をしていた人の中では、「正社員：フルタイム勤務」（22.5％）が最も多く、

次いで、「正社員以外：フルタイム勤務」（13.8％）、「正社員以外：パート勤務」（12.9％）

となっている。正社員と正社員以外を合わせたフルタイム勤務と短時間・短日・パート勤

務はそれぞれ 36.3％と 14.5％であり、フルタイムで働いていた人は短時間・短日・パート

勤務で働いていた人の 2.5 倍多い。正社員と正社員以外の合計はそれぞれ 24.1％と 26.7％

であり、正社員以外で働いていた人の方が若干多い。 

図 2-2a 末子を出産する直前（1年以内）の就労形態（単数回答） 
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 同居の子の人数別に末子を出産する直前（1 年以内）の就労形態をみると、同居の子が 1

人（初めての子の出産直前）の方が、同居の子が 2 人以上（2 人目以降の子の出産直前）よ

りも、働いていた割合が高い。働いていた人（正社員、正社員以外、自営業・自由業）の

割合は、初めての子の出産直前は 73.1％であるのに対し、2 人目以降の子の出産直前は

38.5％である。初めての子の出産直前は、「正社員：フルタイム勤務」（35.9％）が最も多く、

「正社員以外：フルタイム勤務」（22.8％）と合わせてフルタイムで働いていた人は 58.6％
2と過半数を占めている。また、正社員で働いていた人（35.9%）の方が正社員以外で働い

ていた人（33.1％）よりもやや多い。一方、2 人目以降の子の出産直前は、「専業主婦」（59.0％）

が最も多く、フルタイムで働いていた人は正社員、正社員以外を合わせて 16.9％3と少ない。

また、正社員で働いていた人（13.9％4）よりも、正社員以外で働いていた人（21.1％）の

方が多い。 

図 2-2b 同居の子の人数別の末子を出産する直前（1年以内）の就労形態（単数回答） 

<同居の子が 1人（初めての子の出産直前）> 
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（3）現在の就労形態〔Q10〕 

 現在の就労形態は、「専業主婦」が 56.8％と過半数を占めており、末子を出産する直前の

42.8％（図 2-2a）よりも増えている。仕事をしている人（正社員、正社員以外、自営業・

自由業）は 37.0％であり、末子を出産する直前の 54.7％よりも減っている。仕事をしてい

る人の中では、「正社員以外：パート勤務」（14.6％）が最も多く、次いで、「正社員：フル

タイム勤務」（10.4％）となっている。正社員と正社員以外の合計はそれぞれ 13.3％と 18.8％

であり、正社員以外で働いている人の方が多い。フルタイム勤務と短時間・短日・パート

勤務の合計はそれぞれ 14.6％と 17.5％であり、末子を出産する直前までとは逆に、フルタ

イムよりも短時間・短日・パートで働いている人の方が多い。 

図 2-3a 現在の就労形態（単数回答） 
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次に、同居の子の人数別に現在の就労形態をみると、同居の子が 1 人の場合も、2 人以上

の場合も、「専業主婦」が過半数を占め、それぞれ 59.0％、54.9％となっている。同居の子

が 1 人の場合と、同居の子が 2 人以上の場合の仕事をしている人（正社員、正社員以外、

自営業・自由業）の割合は、それぞれ 34.7％、39.0％である。図 2-2b と見比べると、初め

ての子の出産前後（同居の子が 1 人）では、働いている人が 73.1％から 34.7％へと大幅に

減少している一方で、2 人目以降の子の出産前後（同居の子が 2 人以上）では、38.5％から

39.0％へとほぼ変わっていない。同居の子が 1 人の場合も、2 人以上の場合も、正社員より

も正社員以外で働いている人の割合が高いが、この傾向は、同居の子が 2 人以上の方が大

きい。同居の子が 1 人の場合は、フルタイムで働いている人（18.1％）の方が、短時間・

短日・パートで働いている人（12.5％）よりも多いが、同居の子が 2 人以上の場合は、フ

ルタイムで働いている人（11.6％）よりも、短時間・短日・パートで働いている人（22.0％）

の方が多い。 

図 2-3b 同居の子の人数別の現在の就労形態（単数回答） 

<同居の子が 1人（初めての子の出産後）> 
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自営業・自由業

求職中

専業主婦

無職

その他 （n=164）

（%）
（注）正社員：正規雇用

正社員以外：非正規雇用・派遣・契約等
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さらに、末子を出産する直前（1 年以内）は「正社員：フルタイム勤務」だった人の現在

の就労形態をみると、現在も「正社員：フルタイム勤務」は 43.5%であり、半数以上（56.5％）

が、「正社員：フルタイム勤務」を辞めている。「正社員：フルタイム勤務」以外では、「専

業主婦」（29.0％）が最も多く、末子の出産後は専業主婦になった人が約 3 割いる。次いで、

「正社員以外：パート勤務」（8.7％）、「正社員：短時間・短日勤務」（5.8％）となっており、

正社員のフルタイム勤務から、パートや短時間・短日勤務になった人が 14.5％いる。 

図 2-3c 末子の出産直前（1 年以内）で正社員（フルタイム勤務）だった人の現在の就労形態（単数回答） 

 
 

  

43.5 

5.8 

1.4 

8.7 

4.3 

0.0 

29.0 

0.0 

7.2 

0.0  20.0  40.0  60.0 

正社員：フルタイム勤務（週5日、40時間以上）

正社員：短時間・短日勤務（週40時間未満）

正社員以外：フルタイム勤務（週5日、40時間以上）

正社員以外：パート勤務（週40時間未満）

自営業・自由業

求職中

専業主婦

無職

その他 （n=69）

（%）
（注）正社員：正規雇用

正社員以外：非正規雇用・派遣・契約等
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（4）希望する就労形態〔Q11〕 

 希望する就労形態をみると、働くことを希望している人が 84.6％と大多数を占めている。

現在働いている人は 37.0%（図 2-3a）であるので、現在は働いていないが、働くことを希

望している人が多いことがわかる。また、現在専業主婦の人は 56.8％と過半数を占めてい

るが、実際に「専業主婦」を希望している人は 14.5％と大幅に少ない。希望する就労形態

は、「正社員以外：パート勤務」（37.0％）が最も多く、次いで、「正社員：フルタイム勤務」

（18.0％）、「正社員：短時間・短日勤務」（17.7％）となっている。正社員と正社員以外の

合計はそれぞれ 35.7%と 41.5%であり、正社員よりも正社員以外を望む人の方が多い。フ

ルタイム勤務と短時間・短日・パート勤務の合計はそれぞれ 22.5%と 54.7%であり、フル

タイム勤務よりも短時間・短日・パート勤務を希望する人の方が 2 倍以上多い。 

図 2-4a 希望する就労形態（単数回答） 

 

  

18.0 

17.7 

4.5 

37.0 

7.4 

14.5 

0.0 

1.0 

0.0  20.0  40.0  60.0 

正社員：フルタイム勤務（週5日、40時間以上）

正社員：短時間・短日勤務（週40時間未満）

正社員以外：フルタイム勤務（週5日、40時間以上）

正社員以外：パート勤務（週40時間未満）

自営業・自由業

専業主婦

無職

その他 （n=311）

（%）
（注）正社員：正規雇用

正社員以外：非正規雇用・派遣・契約等
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次に、希望する就労形態について、現在働いている（正社員、正社員以外、自営業・自

由業）または求職中の人と現在専業主婦の人に関してみてみる。現在働いているまたは求

職中の人が希望する就労形態は、「正社員：フルタイム勤務」（33.6％）が最も多く、次いで、

「正社員：短時間・短日勤務」（24.4％）、「正社員以外：パート勤務」（21.0％）の順となっ

ている。正社員で働くことを希望する人（58.0％）は、正社員以外で働くことを希望する人

（25.2％）の 2 倍以上多い。一方で、フルタイムで働きたい人（37.8％）よりも、短時間・

短日・パートで働きたい人（45.4％）の方が多い。 

現在専業主婦の人が希望する就労形態をみると、実際に「専業主婦」を希望している人

は 22.3％と少なく、76.0％5が働くことを希望している。希望する就労形態は、「正社員以

外：パート勤務」（48.6％）が最も多く、次に多い「正社員：短時間・短日勤務」（12.6％）

と合わせて約 6 割（61.1％6）がパートや短時間・短日勤務で働くことを希望している。ま

た、約 1 割（10.9％）がフルタイムで働くことを希望している。 

図 2-4b 現在働いているまたは求職中の人と現在専業主婦の人が希望する就労形態（単数回答） 

<現在働いているまたは求職中の人> 

 

<現在専業主婦の人> 

 
                                                  
5 I-3-3 参照。 
6 I-3-3 参照。 

33.6 

24.4 

4.2 

21.0 

12.6 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0 

正社員：フルタイム勤務（週5日、40時間以上）

正社員：短時間・短日勤務（週40時間未満）

正社員以外：フルタイム勤務（週5日、40時間以上）

正社員以外：パート勤務（週40時間未満）

自営業・自由業

専業主婦

無職

その他 （n=119）

（%）
（注）正社員：正規雇用

正社員以外：非正規雇用・派遣・契約等

6.3 

12.6 

4.6 

48.6 

4.0 

22.3 

0.0 

1.7 

0.0  20.0  40.0  60.0 

正社員：フルタイム勤務（週5日、40時間以上）

正社員：短時間・短日勤務（週40時間未満）

正社員以外：フルタイム勤務（週5日、40時間以上）

正社員以外：パート勤務（週40時間未満）

自営業・自由業

専業主婦

無職

その他 （n=175）

（%）
（注）正社員：正規雇用

正社員以外：非正規雇用・派遣・契約等
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（5）現在の 1 週間あたりの平均的な就労時間〔Q12〕 

 現在働いている人（正社員、正社員以外、自営業・自由業）の 1 週間あたりの平均的な

就労時間は、「30～40 時間未満」が 31.5％と最も多く、次いで、「10～20 時間未満」（19.4％）、

「10 時間未満」（16.7％）、「20～30 時間未満」（15.7％）の順となっている。そして、これ

らを合わせた 40 時間未満が 83.3％を占めている。 

図 2-5 現在の 1週間あたりの平均的な就労時間（単数回答） 

 

 

（6）希望する 1 週間あたりの平均的な就労時間〔Q13〕 

現在働いていない人の分も含めた希望する 1 週間あたりの平均的な就労時間は、「10~20

時間未満」が 26.2％と最も多く、次いで、「20~30 時間未満」（24.0％）、「30～40 時間未満」

（23.2%）、「10 時間未満」（18.6%）の順となっており、これらを合わせた 40 時間未満が 9

割以上（92.0％）を占めている。 

図 2-6a 希望する 1週間あたりの平均的な就労時間（単数回答） 

 

 

 

16.7 

19.4 

15.7 

31.5 

14.8 

1.9 

0.0  10.0  20.0  30.0  40.0  50.0 

10時間未満

10～20時間未満

20～30時間未満

30～40時間未満

40～50時間未満

50時間以上 （n=108）

（%）

18.6 

26.2 

24.0 

23.2 

6.8 

1.1 

0.0  10.0  20.0  30.0  40.0  50.0 

10時間未満

10～20時間未満

20～30時間未満

30～40時間未満

40～50時間未満

50時間以上 （n=263）

（%）
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希望する 1 週間あたりの平均的な就労時間を、現在働いている人（正社員、正社員以外、

自営業・自由業）と働いていない人（求職中、専業主婦、無職）にわけてみると、現在働

いている人も、働いていない人も、40 時間未満を希望する人が高い割合（それぞれ 86.1％、

96.4％）を占めているが、現在働いている人よりも、働いていない人の方が、希望する就労

時間が短い傾向がある。現在働いている人は、「30～40 時間未満」（37.0%）を希望する人

が最も多いが、現在働いていない人は、「10~20 時間未満」（36.0%）を希望する人が最も多

い。 

図 2-6b 希望する 1週間あたりの平均的な就労時間（単数回答） 

<現在働いている人>               <現在働いていない人> 

 
 

  

14.8 

14.8 

19.4 

37.0 

11.1 

2.8 

0.0  10.0  20.0  30.0  40.0  50.0 

10時間未満

10～20時間未満

20～30時間未満

30～40時間未満

40～50時間未満

50時間以上 （n=108）

（%）

23.0 

36.0 

28.1 

9.4 

3.6 

0.0 

0.0  10.0  20.0  30.0  40.0  50.0 

10時間未満

10～20時間未満

20～30時間未満

30～40時間未満

40～50時間未満

50時間以上 （n=139）

（%）
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（7）希望する就労形態・時間を実現できない理由〔Q14〕 

現在の就労形態・時間と希望する就労形態・時間の異なる人に、希望する就労形態・時

間を実現できない理由をたずねたところ、「家事・育児」が約 8 割（78.1％）と圧倒的に多

い。次いで、「希望する就労形態・時間の職がない（みつからない）」（30.5％）、「希望する

保育所に入所できない（しにくい）」（25.7％）、「勤務時間があいそうもない（あわない）」

（24.9％）」の順となっている。保育関係では、その他、「十分な保育サービスを受けられな

い」が 17.5％、「病児・病後保育を利用できない（しにくい）」が 13.8％となっている。 

図 2-7 希望する就労形態・時間を実現できない理由（複数回答） 

 

  

78.1 

0.7 

30.5 

19.0 

5.6 

24.9 

25.7 

17.5 

13.8 

13.4 

19.7 

9.7 

13.8 

4.5 

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0 

家事・育児

介護

希望する就労形態・時間の職がない（みつからない）

配偶者・パートナーの家事・育児の協力が得られない（得にくい）

配偶者・パートナーが希望しない

勤務時間があいそうもない（あわない）

希望する保育所に入所できない（しにくい）

十分な保育サービスを受けられない

病児・病後保育を利用できない（しにくい）

子どもの病気

自分の体力がもたない

職場に支援する制度・理解がない（不足している）

社会的に支援する制度・理解がない（不足している）

その他 （n=269）

（%）



17 
 

3．末子の保育所の利用状況と希望 

 

（1）末子の保育所の利用状況と入所状況〔Q15〕 

  末子の保育所の利用状況については、「保育所を利用したい（利用中も含む）」7が 50.6％、

「今は保育所を利用する必要がない（利用したいと思わない）」が 49.4％と、それぞれ約半

数となっている。 

図 3-1a 末子の保育所利用状況（単数回答） 

 
保育所を利用したい人（利用中の人も含む）の末子の保育所入所状況をみると、「保育所

を利用したいが、希望する保育所に入所できないため、利用していない」（37.2％）が最も

多い。「当初から希望する保育所に入所できた」（31.4％）と「当初は希望する保育所に入所

できなかったが、今は希望する保育所に入所できている」（13.5％）を合わせると、現在希

望する保育所に入所できている人は 44.9％と半数以下である。「希望する保育所に入所でき

なかったため、他の保育所を利用している」（12.2％）と「希望する保育所に入所できなか

ったため、保育所以外の保育サービスを利用している」（5.8％）を合わせると、希望する保

育所に入所できないために他の保育所や保育サービスを利用している人は 17.9％8となって

いる。 

図 3-1b 保育所を利用したい人の末子の保育所入所状況（単数回答） 

 
                                                  
7 「保育所を利用したい（利用中も含む）」は、調査票の Q15 で、「当初から希望する保育所に入所できた」、

「当初は希望する保育所に入所できなかったが、今は希望する保育所に入所できている」、「希望する保育

所に入所できなかったため、他の保育所を利用している」、「希望する保育所に入所できなかったため、保

育所以外の保育サービスを利用している」、「保育所を利用したいが、希望する保育所に入所できないため、

利用していない」（図 3-1b の回答項目）を合わせたものとしている。 
8 I-3-3 参照。 

50.6%49.4%

保育所を利用したい（利用中も含む）

今は保育所を利用する必要がない（利用した

いと思わない）

（n=308）

31.4%

13.5%

12.2%
5.8%

37.2%

当初から希望する保育所に入所できた

当初は希望する保育所に入所できなかったが、今は希望

する保育所に入所できている

希望する保育所に入所できなかったため、他の保育所を

利用している

希望する保育所に入所できなかったため、保育所以外の

保育サービスを利用している

保育所を利用したいが、希望する保育所に入所できない

ため、利用していない

（n=156）
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 末子の保育所の利用状況を、末子が 0~2 歳と 3~5 歳の場合にわけてみると、両グループ

とも、「保育所を利用したい（利用中も含む）」と、「利用する必要がない（利用したいと思

わない）」が約半数ずつである。 

図 3-1c 末子の年齢別保育所利用状況（単数回答） 

<末子が 0～2歳>              <末子が 3～5 歳> 

 
保育所を利用したい人（利用中の人も含む）の保育所の入所状況を、末子が 0～2 歳と 3

～5 歳の場合にわけてみると、0～2 歳の方がより入所状況が厳しい。「当初から希望する保

育所に入所できた」の割合は、3~5 歳は 44.8％であるのに対し、0～2 歳は 21.3％である。

また、「当初は希望する保育所に入所できなかったが、今は希望する保育所に入所できてい

る」と合わせると、現在希望する保育所に入所できている人の割合は、3~5 歳は 62.7％で

あるのに対し、0~2 歳は 31.5％9である。「保育所を利用したいが、希望する保育所に入所

できないため、利用していない」の割合は、0~2 歳では 51.7％と過半数を占め、3~5 歳の

17.9％の 2 倍以上となっている。そして、希望する保育所に入所できなかったため、他の

保育所や保育サービスを利用している人は、0～2 歳では 16.9％、3～5 歳では 19.4％とな

っている。 

図 3-1d 保育所を利用したい人の末子の年齢別保育所入所状況（単数回答） 

<末子が 0～2歳>              <末子が 3～5 歳> 

 
                                                  
9 I-3-3 参照。 

49.7%50.3%

保育所を利用したい（利用中も含む）

今は保育所を利用する必要がない（利用したいと思わない）

（n=179）

51.9%48.1%

（n=129）

21.3%

10.1%

12.4%

4.5%

51.7%

1.当初から希望する保育所に入所できた

2. 当初は希望する保育所に入所できなかったが、今は希望する保育所に入所できている

3. 希望する保育所に入所できなかったため、他の保育所を利用している

4. 希望する保育所に入所できなかったため、保育所以外の保育サービスを利用している

5. 保育所を利用したいが、希望する保育所に入所できないため、利用していない

（n=89）

44.8%

17.9%

11.9%

7.5%

17.9%

（n=67）
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（2）末子のために利用している保育所・保育サービス〔Q16a〕 

 現在、末子のために利用している保育所・保育サービスは、「認可保育所」が 56.4％と最

も多い。次いで、「幼稚園」（17.1％）、「幼稚園の預かり保育」（14.5％）、「東京都認証保育

所」（12.0％）の順となっている。 

図 3-2a 末子のために利用している保育所・保育サービス（複数回答） 

 
現在、末子のために利用している保育所・保育サービスを、現在、フルタイム（週 5 日、

40 時間以上）で働いている人と短時間・短日・パート（週 40 時間未満）で働いている人に

ついてみると、「認可保育所」を利用している割合がそれぞれ 66.7％と 69.2％と、両グルー

プとも最も多かった。しかし、2 番目以降の順位には差がみられる。たとえば、2、3 番目

に多いのが、フルタイムで働いている人は「東京都認証保育所」（23.1％）、「ベビーシッタ

ー」（17.9％）となっているのに対し、短時間・短日・パートで働いている人は「幼稚園の

預かり保育」（20.5％）、「幼稚園」（12.8％）となっている。 

図 3-2b 現在フルタイム勤務と短時間・短日・パート勤務の人が末子のために現在利用している保育所・

保育サービス（複数回答） 

<現在フルタイム勤務（週 5日、40 時間以上）>       <現在短時間・短日・パート勤務（週 40 時間未満）> 

  

56.4 

12.0 

0.9 

1.7 

2.6 

17.1 

14.5 

2.6 

2.6 

6.0 

8.5 

8.5 

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0 

認可保育所

東京都認証保育所

事業所内保育所

保育室

保育ママ（自治体の家庭福祉員）

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認定こども園

病児・病後児保育

ファミリー・サポートセンター

ベビーシッター

その他 （n=117）

（%）
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23.1 

0.0 

2.6 

2.6 

5.1 

2.6 

0.0 

2.6 

7.7 

17.9 

5.1 

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0 

認可保育所

東京都認証保育所

事業所内保育所
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（3）末子のために最も希望する保育所・保育サービス〔Q16b〕 

 現在、末子のために最も希望する保育所・保育サービスについては、「認可保育所」が

64.4％と際立って多い。次いで、「幼稚園」（10.3％）、「幼稚園の預かり保育」（6.8％）、「東

京都認証保育所」と「認定こども園」（それぞれ 4.8％）、「事業所内保育所」（3.4％）の順

となっている。 

図 3-3a 末子のために最も希望する保育所・保育サービス（単数回答） 

 

 現在、末子のために最も希望する保育所・保育サービスについて、現在、フルタイム（週

5 日、40 時間以上）で働いている人と短時間・短日・パート（週 40 時間未満）で働いてい

る人に関してみると、「認可保育所」がそれぞれ 77.5％と 71.8％と圧倒的に多い。しかし、

2 番目以降の希望順位には差がみられる。たとえば、2、3 番目に希望が多いのが、フルタ

イムで働いている人は「東京都認証保育所」（7.5％）、「幼稚園」（5.0％）となっているのに

対し、短時間・短日・パートで働いている人は「幼稚園」（10.3％）、「幼稚園の預かり保育」

と「認定こども園」（それぞれ 7.7％）となっている。 

図 3-3b 現在フルタイム勤務と短時間・短日・パート勤務の人が末子のために最も希望する保育所・保育

サービス（単数回答） 

<現在フルタイム勤務（週 5日、40 時間以上）>        <現在短日・短時間・パート勤務（週 40 時間未満）> 
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（4）希望する育児と就労を実現するために必要な保育サービス〔Q16c〕 

  希望する育児と就労を実現するために必要な保育サービスについては、「認可保育所」

と答えた人が約 8 割（78.9％）と突出して多い。次いで、「病児・病後児保育」（33.6％）、

「幼稚園の預かり保育」（25.0％）、「東京都認証保育所」と「事業所内保育所」（それぞれ

23.7％）、「幼稚園」（22.4％）の順となっている。 

図 3-4a 希望する育児と就労を実現するために必要な保育サービス（複数回答） 

 
 希望する育児と就労を実現するために必要な保育サービスについて、フルタイム（週 5

日、40 時間以上）で働くことを希望している人と、短時間・短日・パート（週 40 時間未満）

で働くことを希望している人に関してみると、両グループとも「認可保育所」が格段に多

い。フルタイムで働きたい人の 85.2％、短時間・短日・パートで働きたい人の 77.5％が、

「認可保育所」を必要と答えている。しかし、2 番目以降の回答順位には差がみられる。2、

3 番目に多いのは、フルタイムで働きたい人は「病児・病後児保育」（37.0％）、「東京都認

証保育所」（33.3％）となっている一方で、短時間・短日・パートで働きたい人は「幼稚園

の預かり保育」と「病児・病後児保育」（それぞれ 32.5％）となっている。 

図 3-4b フルタイム勤務と短時間・短日・パート勤務を希望している人が希望する育児と就労を実現する

ために必要な保育サービス（複数回答） 
<フルタイム勤務希望（週 5日、40 時間以上）>       <短日・短時間・パート勤務希望（週 40 時間未満）> 
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（5）育児と就労を両立するために拡充してほしい保育サービス〔Q17〕 

育児と就労を両立するために拡充してほしい保育サービスについては、「認可保育所」

が 67.9％と際立って多く、次いで、「病児・病後児保育」（39.0％）、「幼稚園の預かり保育」

（28.3％）、「東京都認証保育所」（21.4％）、「事業所内保育所」（20.1％）の順となっている。 

図 3-5 育児と就労を両立するために拡充してほしい保育サービス（3つ以内複数回答） 

 
（6）利用している保育所・保育サービスに対する希望する保育所の質〔Q18〕 

 希望する保育所に入所できなかったため、他の保育所・保育サービスを利用している人

に、希望する保育所は、現在利用している保育所・保育サービスよりも質が高いかどうか

をたずねたところ、「高い」（25.0％）または「やや高い」（14.3％）と答えた人（合計 39.3％）

の方が、「低い」（3.6％）または「やや低い」（10.7％）と答えた人（合計 14.3％）よりも

大幅に多い。 

図 3-6 現在利用している保育所・保育サービスに対する希望する保育所の質（単数回答） 
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（7）利用している保育所・保育サービスに対する希望する保育所の保育料〔Q19〕 

 希望する保育所に入所できなかったため、他の保育所・保育サービスを利用している人

に、希望する保育所は、現在利用している保育所・保育サービスよりも保育料が安いかど

うかをたずねたところ、「安い」（32.1％）または「やや安い」（3.6％）と答えた人（合計

35.7％）の方が、「やや高い」（10.7％）または「高い」（10.7％）と答えた人（合計 21.4％）

よりも多い。 

図 3-7 現在利用している保育所・保育サービスに対する希望する保育所の保育料（単数回答） 

 

 

 

4．保育所の入所可能性と待機児童期間の状況 

 

（1）居住地域の保育所の入所可能性〔Q20〕 

保育所を利用したい人（利用中の人も含む）に、居住地域の保育所の入所しやすさにつ

いてたずねたところ、「とても入所しにくい」と答えた人が 53.5％と最も多く、「やや入所

しにくい」の 17.4％と合わせて 71.0％10が入所しにくいと答えている。 

図 4-1a 居住地域の保育所の入所可能性（単数回答） 
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居住地域の保育所の入所しやすさについて、末子の年齢が 0~2 歳、3~5 歳の場合にわけ

てみると、0~2 歳の方が入所しにくいと答えた人の割合が高い。「とても入所しにくい」と

「やや入所しにくい」と答えた人は、0~2 歳はそれぞれ 62.5％と 14.8％（合計 77.3％）、

3~5 歳はそれぞれ 41.8％と 20.9％（合計 62.7％）となっている。 

図 4-1b 末子の年齢別の居住地域の保育所入所可能性（単数回答） 

<末子が 0～2歳>                    <末子が 3～5歳> 
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（2）待機児童期間の就労状況〔Q21〕 

  待機児童の経験がある人に、待機児童期間の状況についてたずねたところ、「仕事を続

けたかったが、やむを得ず辞めた」と回答した人が 27.1％と最も多く、「解雇された」の

1.2％と合わせると、約 3 割（28.2％11）が意に反して離職している（この 2 つの回答項目

には重複回答がない）。その他、回答割合の多い順に、「希望とは異なる認可外保育所を利

用した」（22.4％）、「親にみてもらい、仕事をした」（20.0％）、「希望する保育所に入所する

ために、育児休業を調整した」（16.5％）、「希望とは異なる保育所以外の保育サービス（ベ

ビーシッターなど）を利用した」（15.3％）、「希望とは異なる認可保育所を利用した」（14.1％）

となっている。 

図 4-2 待機児童期間の就労状況（複数回答） 

 
 

                                                  
11 I-3-3 参照。 
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（3）待機児童期間の仕事と育児の両立状況〔Q22〕 

 待機児童の経験がある人に、待機児童の期間、待機児童とならなかった場合と比べて、

仕事と育児の両立が困難・不安定になったかどうかをたずねたところ、「とても困難・不安

定になった」が 40.7％と最も多く、2 番目に多い「やや困難・不安定になった」（30.2％）

と合わせて 70.9％が困難・不安定になったと答えている。 

図 4-3 待機児童期間の仕事と育児の両立状況（単数回答） 
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5．保育所の自宅・職場からの近接性の重要度 

 

（1）保育所選定時における自宅・職場からの近接性の重要度〔Q23〕 

  保育所を利用したい人（利用中の人も含む）に、保育所を選定する際に、自宅からの

近接性（アクセスしやすさ）を重視するかどうかについてたずねたところ、「とても重視す

る」と回答した人が約 8 割（78.8％）と最も多い。「やや重視する」の 17.3％と合わせると

96.2%12であり、ほとんどの人が自宅からの近接性を重視している。 

保育所を利用したい人（利用中の人も含む）に、保育所を選定する際に、職場からの近

接性（アクセスしやすさ）を重視するかどうかもたずねたところ、「やや重視する」と回答

した人が約 3 割（29.7％）と最も多い。「とても重視する」の 22.6％と合わせると 52.3％で

あり、過半数の人が職場からの近接性を重視している。しかし、自宅からの近接性と比較

すると、職場からの近接性を重視する人の割合は低い。 

図 5-1 保育所選定時に自宅・職場からの近接性（アクセスしやすさ）を重視するかどうか（単数回答） 

<自宅からの近接性>                <職場からの近接性> 
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6．通勤の片道所要時間と交通手段 

 

（1）本人と配偶者・パートナーの片道通勤時間〔Q24〕 

  回答者本人の片道通勤時間は、「約 15 分未満」、「約 15~30 分未満」、「約 30~45 分未満」、

「約 45~60 分未満」がそれぞれ 2 割前後であり、「約 60 分以上」が 11.9％となっている。 

 配偶者・パートナーの片道通勤時間は、「約 30~45 分未満」、「約 45~60 分未満」、「約 60

分以上」がそれぞれ 3 割弱であり、本人よりも長い傾向がみられる。 

図 6-1 本人と配偶者・パートナーの片道通勤時間（単数回答） 

<本人の片道通勤時間>                <配偶者・パートナーの片道通勤時間> 

 

 

（2）本人と配偶者・パートナーが通勤に利用する主な交通手段〔Q25〕 

 回答者本人が通勤に利用する主な交通手段は、「電車」（66.7％）が最も多い。次いで、「自

転車」（20.6％）、「徒歩」（7.8％）の順となっている。 

 配偶者・パートナーが通勤に利用する主な交通手段は、「電車」（77.0％）が最も多く、次

に、「自動車」（6.6％）、「自転車」と「オートバイ・原付」（それぞれ 5.9％）の順となって

いる。 

図 6-2 本人と配偶者・パートナーが通勤に利用する主な交通手段（単数回答） 

<本人が通勤に利用する主な交通手段>         <配偶者・パートナーが通勤に利用する主な交通手段> 
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7．保育所送迎の主な担当者、交通手段、片道所要時間の現状と希望 

 

（1）保育所送迎を主に担当する人〔Q26〕 

 保育所へ送りに行く主な人は、「子どもの母親」が約 8 割（80.2％）、「子どもの父親」が

約 2 割（18.2％）である。子どもの母親と父親を合わせると 98.3％13であり、保育所へ送る

主な人のほとんどが子どもの両親となっている。保育所へ迎えに行く主な人は、「子どもの

母親」が約 9 割（89.1％14）であり、送りに行く場合よりも割合が高い。次いで、「子ども

の父親」と「子どもの祖父母」がそれぞれ 5.0％となっている。 

図 7-1 保育所の送迎を主に担当する人（単数回答） 

<保育所へ送りに行く主な人>          <保育所へ迎えに行く主な人> 

 
（2）普段の日と天候の悪い日の保育所送迎に利用する主な交通手段〔Q27〕 

 普段の日の保育所送迎に利用する主な交通手段は、「自転車」が 63.6％と最も多く、「徒

歩」の 27.1％がこれに次ぐ。そして自転車と徒歩で約 9 割（90.7％）を占めている。 

雨の日など天候の悪い日に保育所送迎に利用する主な交通手段は、「徒歩」（44.9％）が最

も多く、次いで、「自転車」（22.9％）、「自動車」（17.8％）の順となっている。 

図 7-2a 普段と天候の悪い日の保育所送迎に利用する主な交通手段（単数回答） 

<普段の日の主な交通手段>                <天候の悪い日の主な交通手段> 
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普段の日の保育所送迎に利用する主な交通手段について、0 歳と 1 歳以上（1～5 歳）に

わけてみると、0 歳のサンプル数が少ないことに留意する必要があるが、0 歳では「徒歩」

（45.5％）が最も多く、1 歳以上では「自転車」（67.3％）が最も多い。 

 雨の日など天候の悪い日の保育所送迎に利用する主な交通手段について、0 歳と 1 歳以上

（1～5 歳）にわけてみると、0 歳のサンプル数が少ないことに留意する必要があるが、0

歳、1 歳以上ともに「徒歩」が最も多く、それぞれ 45.5%と 44.9%である。 

図 7-2b 末子の年齢別の保育所送迎に利用する主な交通手段（単数回答） 

<普段の主な交通手段、末子が 0歳>       <普段の主な交通手段、末子が 1～5歳> 
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（3）利用している保育所と希望している保育所の片道通所時間〔Q28〕 

 現在利用している保育所の片道通所時間は、「約 10 分」（44.1％）が最も多く、次が、「約

5 分」（21.6％）となっている。そして、約 15 分以内の合計が 90.1％、約 20 分以内の合計

が 98.2％15を占めている。 

 現在希望している保育所の片道通所時間（利用している保育所と同じ場合は同じ片道通

所時間）は、「約 10 分」（45.0％）が最も多く、次いで、「約 5 分」（23.9％）となっている。

そして、約 15 分以内の合計が 93.6％、約 20 分以内の合計が 96.3％16となっている。 

図 7-3a 現在利用している保育所と希望する保育所の片道通所時間（単数回答） 

<現在利用している保育所>                <希望している保育所> 
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現在利用している保育所と希望している保育所の片道通所時間を、希望する保育所に入

所できなかったため、他の保育所を利用している人についてみると、片道通所時間は、現

在利用している保育所よりも、希望している保育所の方が短い傾向がある。片道通所時間

が約 10 分以内の合計は、現在利用している保育所は 50.0％であるが、希望している保育所

は 83.3％である。また、図 7-3a と見比べると、希望する保育所に入所できなかったため、

他の保育所を利用している人の現在利用している保育所の片道通所時間は長い傾向がみら

れる。片道通所時間が約 20 分以上の割合は、保育所を利用している人全体では約 1 割（9.9％）

であるが、希望する保育所に入所できなかったため、他の保育所を利用している人の場合

は 3 割以上（33.3％）となっている。 

図 7-3b 希望する保育所に入所できなかったため、他の保育所を利用している人の 

現在利用している保育所と希望する保育所の片道通所時間（単数回答） 

<現在利用している保育所>                <希望している保育所> 

 
 

（4）現実的で望ましい保育所の片道通所時間〔Q29〕 

 保育所の送迎にかかる、現実的で望ましい片道通所時間は何分以内かについてたずねた

ところ、「10 分以内」と回答した人が 54.0％と最も多く、次いで、「5 分以内」（24.0％）、

「15 分以内」（16.0％）となっている。そして、15 分以内の合計が 94.0％、20 分以内の合

計が 98.0％を占めている。 

図 7-4 保育所の送迎にかかる現実的で望ましい片道通所時間（単数回答） 
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Ⅲ．アンケート調査票 
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